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町の部 総合成績

第 1位 会津美里 5時間 15 分 49秒

第 2位 三 春 5時間 17 分 45秒

第 3位 石 川 5時間 19 分 34秒

第 4位 猪 苗 代 5時間 20 分 47秒

第 5位 会津坂下 5時間 21 分 35秒

※第２４回大会 5 時間 34 分 01秒

チームの絆が「１２分２６秒」短縮。

町の部 第５位 （総合第１５位）

県内 59すべての市町村が参加した『第２５回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会』は 11月 17日（日）に白河市総合

運動公園陸上競技場スタート ～ 福島県庁ゴール（95．1ｋｍ）で開催されました。

会津坂下町チームは『感謝多き大会に…目指せ！町の部 優勝！』を大会に臨むテーマとし、町民のみなさんに元気と

勇気、そして感動を伝えたいと最後まで諦めない走りをしました。

結果は佐藤敦之選手を中心に１人１人が力走し、第 24回大会より『12分 26秒』タイムを短縮して総合１５位、町の

部５位、１１年連続で入賞を果たしました。

沿道やテレビ・ラジオの前での皆さんの応援が選手の頑張りを後押ししてくれました。応援ありがとうございました。

☆区間賞４名獲得 !!☆

第 ４区 永 山 義 信 選手

第 ６区 田 代 直 希 選手

第１２区 田 中 雄 太 選手

第１６区 田 中 啓 太 選手

町の部レース経過

　今大会５連覇を狙う三春を筆頭に、会津美里、猪苗代、石川、会津坂下、鏡石の６チームを中心にレースが展開

された。

　第１区は女子のエース、第２区は高校生のエースが出揃う中、北村選手、永山選手はプレッシャーに負けない走

りで昨年よりも早いタイムで力走し第３区へタスキをつないだ。第３区は初出場となる横田選手、応援バスの声援

にも応え積極的な走りで第４区永山選手へつないだ。昨年の怪我の悔しさを挽回する気持ちで永山選手は区間賞の

走りを見せ大幅に順位をあげ、第５区佐藤(翔)選手へ。 「高校生として最後なので悔いのないように」と佐藤選手は

走り、毎年故郷のために走ってくれる第６区田代選手へ。田代選手は４年連続となる区間賞の走りで前半戦の最終

ランナー第７区関口選手へつないだ。関口選手は「後輩には恥しい姿を見せたくない」と区間賞にあとわずかとな

る走りで、鏡石、石川、会津美里、猪苗代に続き、初めて町の部第５位でタスキをつなぎ後半戦へ。

　上位入賞を目指して、後半戦がスタート！第８区坂内選手、第９区穴澤選手が中学生同士でタスキをつなぎ、第

10区佐藤(敦)選手へ。佐藤選手は「故郷坂下で走れて嬉しい」とエース区間を走り、第11区磯目選手へ。磯目選手

はナイター練習から実力をつけ走り切ったが、タスキを渡すまであと数秒足りず、第12区から一斉スタートとな

る。第12区田中(雄)選手は「今年はやりますよ」と有言実行の走りで区間賞を獲得した。コーチ兼選手である第13

区加藤選手は経験を活かし、第14区赤城選手から、第15区鈴木選手へつないだ。鈴木選手は中学生女子として少し

でも順位をあげようと走り、町の部７位でアンカーへ。アンカーで主将の田中(啓)選手は昨年あとわずかで区間賞

を逃した悔しさを胸に多くのみなさんの声援を背に区間賞の走りを見せ、町の部第５位でゴールした。

『ふくしま駅伝』の迫力を肌で感じようと、会津坂下町を

朝５時に出発し、スタートとなる白河市総合運動公園陸上競

技場に駆けつけた１５名の町民のみなさん。

横断幕を掲げ、メガホンを片手に 1区・3 区・7区・10区

13区・16区と 6区間を応援しました。

みなさんの熱い声援が、選手の力走につながり良い成績を

残す事ができました。

来年もたくさんの応援バスの参加者をお待ちしておりま

す。お疲れ様でした。

区 間 名 前 所 属 タイム 区間 総合

第 1 区 北村 美樹（葵 高 校 ２ 年）14’54(4.0㎞ ) 35  35

第 2 区 永山 惠新（喜 多 方 高 校 ３ 年）27’36(8.2㎞ ) 32  35

第 3 区 横田 剛志（坂 下 中 学 校 ３ 年）19’25(5.8㎞ ) 19  31

第 4 区 永山 義信（会 津 坂 下 町 役 場）23’10(7.3㎞) ７ 23

第 5 区 佐藤 翔（会津農林高校３年）23’42(6.7㎞ ) 27  25

第 6 区 田代 直希（郡 山 自 衛 隊）25’36(8.3㎞) ２ 17

第 7 区 関口 渉友（坂 下 中 学 校 ３ 年）17’38(5.2㎞ ) 12  15

第 8 区 坂内 圭（坂 下 中 学 校 ２ 年）15’18(4.1㎞ ) 37  17

第 9 区 穴澤 佳奈（坂 下 中 学 校 １ 年）11’58(3.0㎞ ) 25  17

第 10 区 佐藤 敦之（㈱ 中 国 電 力）28’41(9.3㎞ ) 12  18

第 11 区 磯目 萌々（ 坂 下 中 学 校 ２ 年 ）15’30(3.9 ㎞ ) 28  18

第 12 区 田中 雄太（川崎市小学校教員）22’50(7.0㎞) ８ 17

第 13 区 加藤 秀法（㈱ コ メ リ）15’58(4.8㎞ ) 12  17

第 14 区 赤城 拓未（喜 多 方 高 校 ２ 年）20’30(5.7㎞ ) 31  18

第 15 区 鈴木 紅羽（坂 下 中 学 校 ３ 年）12’47(3.4㎞ ) 18  18

第 16 区 田中 啓太（会 津 坂 下 町 役 場）26’02(8.4㎞) ３ 15

～第25回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会～

☆ ２ ０ 回 連 続 出 場 賞 ☆

大会前日１１月１６日の開会式で表彰を

受ける遠藤監督。経歴は第６回から第７回ま

でコーチ、第８回から第２０回まで選手兼

コーチ、第２１回から第２５回まで監督。

それぞれの想いを運んだ１本のタスキ・・・感動をありがとう！！！

監督・コーチ・選手・スタッフ・応援バスのみなさん・・・みんなの想いが結果を残した！

それぞれの想いを運んだ１本のタスキ・・・感動をありがとう！！！

監督・コーチ・選手・スタッフ・応援バスのみなさん・・・みんなの想いが結果を残した！
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木
　
美
成

　
橋
本
　
美
紘
・
貝
沼
　
博
揮

　
齋
藤
　
大
翔
・
五
十
嵐
一
馬

　
若
林
　
音
羽
・
桝
川
　
泰
誠

　
成
田
　
美
月
・
武
田
　
宗
親

　
佐
藤
　
歩
夢
・
髙
畑
　
悠
誠

　
大
堀
　
哲
太
・
飯
塚
　
勇
気

　
小
林
　
未
來
・
安
部
　
琉
太

　
髙
橋
　
唯
楠
・
橋
谷
田
青
空

　
小
林
は
る
の
・
安
部
　
陽
紀

　
五
十
嵐
心
咲
・
安
齋
　
凛

　
栗
城
　
梢
　
・
菅
家
　
伊
織

　
慶
徳
　
永
遠
・
長
谷
川
絆
心

　
吉
田
優
太
郎
・
二
瓶
　
優
花

　
芥
川
　
知
優
・
杉
本
　
帆
稀

　
星
　
　
空
良
・
峯
岸
　
怜
央

　
荒
井
　
美
羽
・
荒
井
　
碧

　
長
谷
川
未
来
・
加
藤
　
啓
人

　
橋
谷
田
朝
陽
・
千
葉
　
凛

　
藤
間
　
娃
羽
・
猪
俣
　
創
志

　
高
瀬
　
結
菜
・
水
野
　
晴
菜

　
武
藤
　
香
音

〈
献
血
功
労
者
〉 

　
千
葉
　
正
年
・
田
中  

秀
昭

　
石
川
　
裕
之
・
武
藤
光
多
郎

　
菅
野
　
優
子
・
大
竹
亜
紀
重

　
小
畑  

隆
士

〈
環
境
衛
生
美
化
〉 

　
新
舘
寿
ク
ラ
ブ
・
上
新
田
婦
人
会

　
牛
沢
老
人
ク
ラ
ブ

　
佐
藤
　
孝
助
・
上
野
　
征
男

　
株
式
会
社
あ
い
づ
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

　
土
田
中
央
鉱
産
株
式
会
社

〈
農
地･

水
保
全
管
理
事
業
優
良
活
動
受
賞
団
体
〉 

●
農
村
環
境
保
全
活
動
部
門

　
八
日
沢
農
地
・
水
・
環
境
活
動
委
員
会

　
中
開
津
農
地
・
水
・
環
境
委
員
会

表
彰
式･

各
受
賞
者
名

�

（
敬
称
略
）

健
康
と
産
業
と
文
化
の
祭
典

表
彰
式
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

花いっぱいコンクール表彰

男女共同参画川柳コンクール農地・水保全管理事業優良活動受賞団体

私が作る朝ごはんコンテスト
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〈
男
女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
〉 

●
一
般
の
部

　
特
　
選
　（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
さ
く
ら

　「
ジ
ョ
ー
と
八
重 

敬
い
あ
っ
て 

夢
叶
え
」

　
準
特
選
　（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
秀
峰
山

　「
ご
主
人
と 

呼
ば
れ
て
妻
が 

返
事
す
る
」

●
学
生
の
部

　
特
　
選
　
須
佐
　
遥

　「
お
父
さ
ん 

プ
ロ
級
だ
よ
ね 

風
呂
そ
う
じ
」

　
準
特
選
　
佐
藤
　
駿

　「
家
事
こ
な
す 

父
の
背
を
み
て 

あ
こ
が
れ
る
」

　
準
特
選
　
佐
藤
　
藍
子

　「
今
日
は
父 

明
日
は
母
へ
と 

料
理
リ
レ
ー
」

〈
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
〉 

　
さ
と
う
歯
科
・
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
坂
下
南
幼
稚
園
・
坂
下
東
幼
稚
園

　
坂
下
南
小
学
校
・
金
銀
交
流
サ
ロ
ン

　
㈲
坂
本
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

　
鈴
木
　
美
行
・
長
田
　
洋
子

　
堀
　
　
尚
子
・
青
木
　
佳
子

　
小
池
　
光
明
・
齋
藤
志
津
子

　
酒
井
　
透
　
・
猿
渡
　
節
子

　
田
中
恵
美
子
・
渡
部
富
士
子

　
齋
藤
　
英
子
・
小
池
　
博
基

　
関
口
　
仁
　
・
蓮
沼
　
信
夫

　
山
内
キ
ヨ
子

〈
私
が
作
る
朝
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
者
〉 

●
幼
稚
園
の
部

　
最
優
秀
　
平
田
　
結
萌
（
坂
下
南
幼
）

　
優
　
秀
　
若
林
　
音
羽
（
坂
下
東
幼
）

　
優
　
秀
　
新
井
田
晏
香
（
坂
下
南
幼
）

●
小
学
校
下
学
年
の
部

　
最
優
秀
　
工
藤
　
礼
暖
（
坂
南
小
二
年
）

　
優
　
秀
　
五
十
嵐
友
幸
（
坂
南
小
三
年
）

　
優
　
秀
　
五
十
嵐
幸
大
（
坂
東
小
三
年
）

●
小
学
校
上
学
年
の
部

　
最
優
秀
　
佐
藤
　
良
輝
（
坂
南
小
五
年
）

　
優
　
秀
　
桑
原
　
　
希
（
坂
東
小
四
年
）

　
優
　
秀
　
髙
久
　
花
恋
（
坂
南
小
五
年
）

●
中
学
校
の
部

　
最
優
秀
　
青
木
　
亨
諭
（
坂
下
中
一
年
）

　
優
　
秀
　
須
藤
真
奈
美
（
坂
下
中
一
年
）

　
優
　
秀
　
中
川
　
美
保
（
坂
下
中
三
年
）

ばんげ秋まつり映像紹介コーナー

交通安全啓蒙活動

カレー早食い競争会津若松消防本部のはしご車展示

ばんげ軽トラ市による農産物等販売美術展書の部展示

保育所･幼稚園･小･中学校の書写･絵画展坂下厚生総合病院による健康相談

赤い羽根募金ありがとう
ございます！

※
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

　
広
報
10
月
号
26
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し

　
た
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◇
建
築
概
要

　
構
　
造
　 

木
造
平
屋
建

　
建
築
面
積

　
１
５
６
・
６
２
㎡

　
延
床
面
積

　
１
４
３
・
３
４
㎡

◇
選
考
委
員
講
評

　
江
花
邸
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
家
屋
の
損
傷
を
受

け
て
建
替
え
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
大
き
な
地
震
に
も
耐
え

る
頑
丈
な
基
礎
と
、
横
揺
れ

に
強
い
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
壁

面
配
置
や
構
造
躯
体
に
配
慮

し
、
更
に
は
会
津
の
風
土
に

適
し
た
高
断
熱
・
高
気
密
の

木
造
平
屋
建
住
宅
で
す
。

　
リ
ビ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
を
中

央
に
配
置
し
、
囲
む
よ
う
に

和
洋
居
室
が
四
部
屋
あ
り
、

全
面
フ
ラ
ッ
ト
（
段
差
な
し
）

で
木
質
系
フ
ロ
ア
ー
仕
上
げ

と
さ
れ
、
主
婦
の
動
線
は
も

と
よ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

も
対
応
す
る
使
い
勝
手
の
良

さ
が
魅
力
の
住
宅
で
す
。

第19回会津坂下町建築賞
　会津坂下町建築物表彰協議会主催による第１９回会津坂下町建築賞表彰式が１１月３日健康

管理センターで行われました。

　建築選考委員に委嘱された５名により１０月１０日厳正に審査が行われました。

準 賞 鈴木邸

◇
建
築
概
要

　
構 

造 

木
造
２
階
建

　
建
築
面
積

　
１
０
６
・
６
５
㎡

　
延
床
面
積

　
１
７
０
・
６
８
㎡

◇
選
考
委
員
講
評

　
坂
下
町
内
特
有
の
南

北
に
細
長
い
敷
地
に
建

築
さ
れ
た
専
用
住
宅
で

あ
る
。

　
一
階
に
和
室
の
茶
の

間
と
吹
抜
を
持
つ
Ｌ
Ｄ

Ｋ
を
配
置
し
、
リ
ビ
ン

グ
上
部
か
ら
上
手
く
光

を
取
り
入
れ
て
明
る
い

部
屋
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。
積
雪
対
策
に
も
配

慮
し
て
お
り
、
外
観
的

に
も
良
い
デ
ザ
イ
ン
で

あ
る
。

 
 
 
 
 
 

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　
住
宅
建
築
部
門

　
◇
正
賞
〔 

江
花
邸 

〕

　
　 

建
築
主
　
江
花
　
邦
子(

新
町)

　
　 

設
　
計
　
マ
ル
ト
建
設
一
級
建
築
士
事
務
所

　
　 

施
　
工
　
マ
ル
ト
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　 

代
表
取
締
役
　
上
野
　
清
範

　
◇
準
賞
〔 

鈴
木
邸 

〕

　
　 

建
築
主
　
鈴
木
　
啓
之(

柳
町)

　
　 

設
　
計
　
入
谷
建
設
建
築
設
計
事
務
所

　
　 

施
　
工
　
入
谷
建
設
工
業
㈱
　

　
　
　
　
　
　 

代
表
取
締
役
　
入
谷
　
康
之

正 賞 江花邸

第19回　会津坂下町建築賞
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第19回　会津坂下町建築賞



8

平成25年度 上半期の財政状況
平成25年度上半期の町財政について

　平成25年度9月末現在の当町の家計簿は、下記のとおりです。

　平成25年9月末までの補正予算や前年度の繰越予算を含めた総額は、

105億195万円（繰越予算3億332万円）となり、歳入歳出とも予定通りに

執行されています。

　町財政は、地方交付税等の減収が続く一方、教育施設の整備やコミュ

ニティーセンター建設等による建設費の増加など臨時的な支出が増加し

ておりますが、町の行政経営改革プランや第5次振興計画に基づき、よ

り効果的で効率的な行財政運営に努めています。

　上半期の主な事業としまして、東日本大震災に伴う除染作業委託事業

や人の駅・川の駅・道の駅推進事業、コミュニティーセンター建設事業

等が進められています。

歳　入 （単位：千円）

科　　目 予算現額
収入済
現在高

収入率(％ )

町 　 税 1,487,983 905,716 60.9

地 方 譲 与 税 127,000 31,041 24.4

利 子 割 交 付 金 3,200 1,497 46.8

配 当 割 交 付 金 2,000 716 35.8

株式等譲渡所得割交付金 1,000 0 0.0

地方消費税交付金 169,000 85,185 50.4

自動車取得税交付金 31,000 8,751 28.2

地 方 特 例 交 付 金 5,400 4,483 83.0

地 方 交 付 税 2,708,401 1,878,891 69.4

交通安全対策交付金 2,600 1,339 51.5

分担金及び負担金 42,144 23,325 55.3

使用料及び手数料 112,115 46,625 41.6

国 庫 支 出 金 646,024 163,222 25.3

県 支 出 金 3,033,464 128,409 4.2

財 産 収 入 10,138 4,088 40.3

寄 附 金 703 1,182 168.1

繰 入 金 198,816 100,000 50.3

繰 越 金 204,259 204,259 100.0

諸 収 入 209,629 56,929 27.2

町 債 1,507,074 0 0.0

合 計 10,501,950 3,645,658 34.7

財政調整基金残高 7,521万円

歳　出 （単位：千円）

科　　目 予算現額
支出済
現在高

執行率(％ )

議 会 費 103,219 55,729 54.0

総 務 費 1,792,060 585,565 32.7

民 生 費 1,622,833 498,566 30.7

衛 生 費 2,650,305 329,650 12.4

労 働 費 7,686 7,324 95.3

農 林 水 産 費 491,280 157,260 32.0

商 工 費 220,201 131,800 59.9

土 木 費 991,503 324,781 32.8

消 防 費 524,830 211,398 40.3

教 育 費 1,109,888 460,480 41.5

災 害 復 旧 費 9,381 2,827 30.1

公 債 費 869,234 409,435 47.1

諸 支 出 金 68,580 15,318 22.3

予 備 費 40,950 0 0

合 計 10,501,950 3,190,133 30.4

繰越予算の主なもの

除 染 対 策 事 業 9,313万円

教育施設整備事業 1億1,078万円

減 債 基 金 残 高 2,008万円

一　般　会　計　（平成25年４月～９月）

政策財務部　行政経営班よりお知らせ� 上半期の財政状況について


